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■  注 目     

お申込はコチラ▶  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

ちがさきサポセン 

茅ヶ崎の NPO と市民活動を支援する情報紙 

CONTENTS 
・ユースボランティア茅ヶ崎 

～若者ボランティア支援 
・[特集] 市民活動のおまつり/ 

交流イベント ヒストリー 
・SDGs カフェ４＆５ 
・「さぽちゃんが行く！(関係機関編)」 

一般社団法人茅ヶ崎市観光協会 
・IT スキルアップミニ講座 4 
・お知らせ/カレンダー 
 

ある日曜日、打合せに来館した団体の
中に小さな女の子がいました。窓口で
渡した折り紙で手際よくハートのピー
スを作り、はさみやセロテープも器用
に使って出来上がったのは一輪のかわ
いらしいお花。サポセン花壇で育てた
「ラベンダーポプリ」（来館者に提供
中）に華を添えてくれています。 

＃サポセンはみんなの想いでできている 

2022.9 月 Vol.84 
 

開催日決定！ 

△第 4 回 SDGs カフェ 【9/10(土)開催】 
 

2023 年 3 月 12 日(日)   会場：ちがさき市民活動サポートセンター    

オンラインで動画配信もあり！～サポセン HP 内特設ページ開設～ 
2023 年 3 月６日(月)～3 月 26 日(日) 

★ ★ ★ ★ 

募集カテゴリー：「ワークショップ」と「物品販売 」 
＜サポセン企画・飲食も予定＞ 

「キックオフ交流会」(企画募集説明会) へ 
 日時：2022 年 10 月 14 日(金) 18:30～20:00（ZOOM 開催） 
      2022 年 10 月 15 日(土) 10:00～11:30（対面開催：会場 サポセン） 

対象：市民活動団体、自治会等の地縁団体、学校、行政、地域づくりや社会貢献に関心のある事業者･グループ･個人など 
内容：概要説明、質疑応答、参加団体による交流タイム…コラボ企画が生まれるかも？        

 

～みんなが “つながる
．．．．

” 市民活動のおまつり～ 

…参加申込期間… 
10/14(金)～11/15(火) 

「こどたん＋プラス 2023」 
に参加したい方は 
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シェア de ボランティア(8/23) ▶ 

オリエンテーション(7/8・7/9)       

ボランティア体験(7/21～9/10) 

ｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ
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2002～2009 

「市民活動」来て！見て！知って！  
メインテーマは「協働のまちづくり」 

初期のころは、「フェスタ」と「フォーラム」 
の二本立て。おまつり形式の「フェスタ」では 
サポセン会場を中心に、市民活動を楽しく PR。 
パネル展示、フリマ/模擬店、体験/相談コーナー 
パフォーマンス、お楽しみ抽選会など、来場者と 
市民活動団体との様々なふれあい企画がありました。 

一方「市民活動フォーラム」は、市役所分庁舎コミュニティホ
ール等で、講演会や事例発表、パネルディスカッションが中心の
プログラム。市の制度説明はじめ、市民と行政が協働でまちの課
題解決に取り組むためにはどうすればよいのか、ひとりひとりが
行っている小さなことが少しずつ広がっていく可能性について、
わくわくしながら熱く語り合いました。また、企業との協働、団
塊世代や若者世代の参画促進など年々テーマの範囲を広げ、活動
パネル展示、ミニコンサート、ワークショップなど、市民が気軽
に来場し、楽しく交流できる雰囲気づくりにも力を入れました。 
 

2010～2018 

ごちゃまぜ、手作り感満載の「ワイワイまつり」 
市民パワーが加速度的に拡大！ 

市民活動の魅力や楽しさを一人でも多くの人に知ってもらいたい、より参加し
やすい、愛されるイベントにしよう！と、まつり形式を本格的に取り入れたのが
2009 年度。特設ステージパフォーマンス（手話通訳付）、展示や体験コーナー、
模擬店/フリマ、スタンプラリー、抽選会など、規模が大きくなるにつれて、サポ
センから中央公園（第一カッターきいろ公園）へと会場が広がっていきました。 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2002/4/14 ■ちがさき市民活動サポートセンター 
オープニングフェスタ 
来て！見て！知って！ 

▷サポートセンター未来予想「(市民活動団体
による)3 分間リレースピーチ」、よろしく
パーティ 

2003/3/29 ■サポセンフェスタ 2003 
わたしにできる社会貢献。 
今、市民活動に燃える若い世代！ 

2004/3/27 ■市民活動フォーラム 2004 
今、茅ヶ崎がめざす協働のあり方 
～協働事例と財政的支援について 

▷基調講演：加藤哲夫さん(せんだい・みやぎ
NPO センター代表理事) 

2005/3/20 
 

■茅ヶ崎市民活動フォーラム 2005 
みんなで拡げよう協働の輪 

▷2005 年 4 月施行「市民活動推進条例」説
明、基調講演：川崎あやさん(まちづくり情
報センターかながわ理事）、げんき基金支
援オークション(げんき基金寄付第 1 号) 

2006/3/11 
 

■茅ヶ崎市民活動フォーラム 2006 
NPO と企業で新しいまちづくり 

▷企業との協働事例発表(ジャスコ茅ヶ崎店、
TOTO 他) 

2007/3/24 
 

■茅ヶ崎市民活動フォーラム 2007 
地域で輝けシニアライフ 

▷基調講演：冨永一夫さん(NPO 法人フュー
ジョン長池代表）、ミニコンサート 

2007/5/27 
 

■さぽせんフェスタ 2007 
きて見て知って手伝って 

▷市制施行 60 周年、サポセン 5 周年、会場
はサポセンとジャスコ茅ヶ崎店 

2008/3/9 
 

■茅ヶ崎市民活動フォーラム 2008 
地域で活かそう…あなたの“ちから” 
来て・見て・知って・手伝って 

▷市民活動見本市、「Café.COM」の軽食、 
協働推進事業採択事業の紹介 

2009/1/17 
 

■茅ヶ崎市民活動フォーラム 2009 
話してみようカタチいろいろ 
若い世代のまちづくり 

▷げんき基金説明会、小学生向け木工教室 

今年度もやります！市民活動のおまつり/交流イベント「こどたん+(プラス)２０２３」！ 

コロナ禍でイベント自粛が続き、サポセンのおまつり？こどたん
・ ・ ・ ・

？どんなことやるの？とイメージがわかない方も
多いかもしれません。サポセン開設以来、ほぼ年 1 回、市民活動の PR と様々な活動主体同士の交流・連携をめざし、
市民のみなさんにより親しみを持って参加してもらえるよう、時代にあわせてテーマや形式、タイトルを変えながら
実施してきた交流イベントの歴史をちょっとふりかえってみたいと思います。 

 

 

 

【特集】市民活動のおまつり/交流イベント ヒストリー 
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2019～2022 

「こども」を真ん中に、多世代がつながるイベントへ 
安全面から会場を室内メインにし、こどもたちが、ものづくり

や遊び、様々な体験を通して市民活動の多様性や奥深さ、茅ヶ崎
の魅力を体感できるおまつりにしようと、イベント形態を再構築。 

 

 

 

 
コロナ禍では｢オンライン開催｣にも挑戦しました。さらに昨年

度からは「+プラス」に進化させ、様々な世代が楽しく交流できる、
ユニバーサルデザインのイベントをめざしています。 

イベントをきっかけにあらためて “ちがさきの魅力” を知る。
これからも住み続けられる素敵なまちにするために、自分にもで
きることを考える。そして、ひとりひとりが新しいことにチャレ
ンジする！---それが、新しいおまつり、「こどたん+(プラス)」！ 

2023 

サポセン20周年記念、テーマは「つながる」 
3 年ぶりの対面開催！イベントをつくるのは市民

のみなさん。まずは「キックオフ交流会」へ GO！ 

参加団体は市民活動団体に加え、行政や地縁団体、大学、飲食
の出店を中心とした市内事業者、まつりの趣旨に賛同してくれた
グループなど、茅ヶ崎をもっとよいまちにしたいと活動する市民
が終結！高校生や個人ボランティアの 
みなさんの力にも支えられました。 

 

 

 

 

ワイワイまつりは来場者との距離が近く、直にふれあえる貴重
な活動 PR の機会として、また、他の参加団体の活動を知り分野
を超えて交流を深めながら、力を合わせたまちづくりに取り組む
きっかけづくりのイベントとして、認知度も年々アップ。 

東日本大震災後は、防災意識の高まり 
とともに防災のイベント「イザ！カエル 
キャラバン！」を同時開催するようにな 
り、2018 年には参加協力 90 団体、来場 
者が約 8,500 人にまで増加しました。 

参加するたび、私のまちが好きになる— 
誰かのために、みんなのためにと、参加するひとりひとりの思

いが集まり、ふんわりと温かい優しい空気が会場全体を包み込
み、誰もが自然体で春のひと時をゆったり過ごせるおまつり。 

茅ヶ崎のまつり新定番として、 
より多くの人に参加してほしい 
思いは変わらない中で、巨大化 
により、賑わいの喜びと、事故 
無く安全にやり遂げなければと 
いう運営側の緊張感や費用課題 
とのジレンマを抱えるように。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
      
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

2010/3/13 ■さぽせんワイワイまつり 2010 
咲いて咲かせて市民のチカラ 

▷チラシコンテスト表彰、引き馬乗馬体験 
2011/3/5 ■さぽせんワイワイまつり 2011 

This is it！市民オールスターズ 
▷NPO の CM 上映＠イオン茅ヶ崎中央店エン

トランスホール、エコトレー・リユース箸 
2012/3/2 ■さぽせんワイワイまつり 2012 

寄り添う心 つながる縁（えにし） 
～ほっとけないべ！ 

▷震災復興支援、寄付コーナー、引き馬、犬猫
里親会、さぽちゃんフラダンス 

2013/3/2 ■さぽせんワイワイまつり 2013 
ありがとう～つながる思い拓く未来～ 

▷10 周年記念、サポセン 10 年のあゆみ、感謝
状進呈、防災・復興支援、コラボ企画 

2014/3/8 ■ちがさきサポセン☆ワイワイまつり 2014 
～大集合！幸せつむぐ彩りたち～ 

▷特設ステージ＠中央公園、防災減災特設ゾー
ン(イザ！カエルキャラバン！)、スタンプラ
リー、えぼし麻呂＆かにゃお、切手寄贈式 

2015/3/7 ■ちがさきサポセン★ワイワイまつり 2015  
LINK！ 

▷特設ステージ＠中央公園、復興支援、カエル
キャラバン、エコステーション 

2016/2/27 ■ちがさきサポセン☆ワイワイまつり 2016  
ぐるぐるめぐる 

▷ステージカー@中央公園、カエルキャラバ
ン、 CoiCoi サポセン for きっず＠サポセン 

2017/2/26 ■ちがさきサポセン☆ワイワイまつり 2017  
Let it go！ 自分らしくいられる｢居場所｣ 

▷ステージカー＠中央公園、カエルキャラバ
ン、サポセンサブ会場、スタンプラリー 

2018/2/25 ■ちがさきサポセン☆ワイワイまつり 2018  
子ども×げんき＝未来！ 

▷中央公園＆サポセン、カエルキャラバン、 
スタンプラリー、切手寄贈式ファイナル 

2019/3/30 ■こどもたいけん☆ワイワイまつり 
（略称：こどたん）2019 
＠総合体育館（第一体育室、柔剣道室、前庭） 

2020/3/29 
 

■こどもたいけん☆ワイワイまつり 
（略称：こどたん）2020 
＠うみかぜテラス ※コロナで中止 

2021/2/13
～3/14 

■こどもたいけん☆ワイワイまつり 
こどたん 2021 オンライン 

▷ZOOM 生配信、チャレンジクイズ、動画 
2022/2/14
～3/13 

■こどたん＋（プラス）2022 オンライン 
ちがさきを知る・みんなでつながる・新しい
ことにチャレンジする 

～体験型多世代交流イベント 
▷ZOOM ライブ配信、SDGs クイズ、動画、 
 さぽやんガールズによる「プラクラ」動画、 
 おしえて！好きなあそびアンケート 
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■ 開催報告     

■ 開催案内     

 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◆日時：9 月 10 日(土)14：00～17：00  ◆場所：ちがさきサポセン  ◆参加：19 名 
◆ゲストスピーカー：関根 千佳さん（同志社大学客員教授、㈱ユーディット会長兼シニアフェロー） 

荒井 佑介さん（NPO 法人サンカクシャ 代表理事） 

第 4 回 SDGs カフェ サポセン開設 20 周年記念事業   
誰もが生き生きと暮らせる地域を創る  

～ユニバーサルデザインの考え方と実践から～ 
  

▲申込はこちら 

《関根さんのお話》 
「もし明日、事故や病気で障害を持ったら、あなたは

どうやって仕事を続けますか？」 
ほとんどの人は、「続けられない」と考えてしまうか

もしれません。「障害（Disability）とは、能力がないの
ではなく、能力の発揮を阻害されている状態」のこと。 
ユニバーサルデザイン（UD）とは、「年令、性別、能
力、体格などにかかわらず、より多くの人ができるだけ
使えるよう、最初から考慮して、まち、もの、情報、サ
ービスなどを多様な市民と共に作るという考え方と、
それを作り出すプロセス」です。 

UD の 2 大要素は「アクセシビリティ（使えるのか）」
と「ユーザビリティ（使いやすいのか）」ですが、近年、
注目されているのは「ダイバーシティ＆インクルージ
ョン」の考え方。性別、年齢、障害、国籍、宗教、LGBTQ
など多様な人々を分けない社会であることが大前提。 

多様な市民の声は社会を動かします。 
では、どんなふうに社会を変えていけばよいのか。 

「北風より太陽」で社会を動かしたひとつの事例があ
ります。今、全米の TV 番組や CM には字幕がついてい
ます。その理由は、視聴者が、「字幕を付けてくれてあ
りがとう」というサンクス・レターを大量に TV 局に届
けたことで、消費者に感謝されると止められなくなっ
たから。結果として、「良識ある企業として UD は当然」
という意識に、会社や社会全体が変化していくのです。 

  「私たちのことを私たち抜きに決めないで」。知的障がいのある人の意思決定を支援するために 
お互いがどう関わっていけばいいのか、そのきっかけを一緒に考えます。 

◆日時：12 月 3 日(土)14：00～16：00  ◆場所：ちがさきサポセン 
◆ゲストスピーカー：上杉 桂子さん（NPO 法人湘南ふくしネットワークオンブズマン 理事） 

◆対象：知的障がいのある人の支援に関心のある方、市民活動・地域活動をされている方 
自治体・社会福祉法人職員、事業者の方、SDGs に興味関心のある方 

◆定員：25 名（11 月末まで、先着順。手話通訳・要約筆記・託児希望の方は 11/17 までに申込） 
◆参加費：無料 

《荒井さんのお話》 
サンカクシャの活動の柱は、居場所づくり、仕事のサ

ポート、住まいのサポートの３つ。子どもの貧困という
言葉が社会に広まるにつれ、子ども食堂や学習支援な
ど、15 歳までの子どもへの支援は整いつつあり、また
30 代への就労支援の体制もそれなりにあるので、サン
カクシャでは主に 15 歳から 25 歳までの若者たちへの
サポートを行っています(今は約 200 人を伴走支援)。 

居場所拠点で、ＤＭ封入や動画編集の仕事を請負う
他、プロの技術者から動画編集やカメラ撮影の技術を
学ぶ機会を得ることも。クリエイティブなことに興味
がなくてもアートのような非日常は若者を激変させま
す。オンラインゲームの仮想空間がひきこもっている
若者たちの居場所になることもわかってきました。 

こちらから歩み寄っていかないとつながれない若者
が沢山いると感じています。「誰ひとり取り残さない」
ということを考えた時、待っているだけでは駄目。 

最近、サンカクシャを卒業して一人暮らしを始めた
若者が「寂しい」と言ってきました。サンカクシャは、
いつでも帰ってこられる「実家」みたいな場所になれる
とよいと思っています。 

《参加者の感想》 
「海外との違いと当事者が UD を作っていく仕組みが
聞けて良かった」「（荒井さんの）情熱と行動力に感服。
動けばお金はあとからついてくる」「もっと交流時間が
ほしかった」など 

第 5 回 SDGs カフェ 障害のある人とおしゃべりしませんか  
～津久井やまゆり園事件から６年、障がい者は今～ 

  

※開催詳細は HP ご覧ください 
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ぜひ茅ヶ崎市観光協会へ 
茅ヶ崎市観光協会(以下観光協会)は、 国道 1 号線沿

いの東横 INN ホテルの西側に隣接した新しい事務所で
約 10 名のスタッフで運営しています。現在の会員数
は、法人・団体個人事業主(企業)合わせて約 2３0、70%
弱が個人事業主です。 

観光協会へは何度か訪問させていただき人との交流
や茅ヶ崎の観光に関する興味深いお話を伺いました。
「茅ヶ崎の魅力をもっと発信したい！茅ヶ崎を元気に
したい！」と活動している団体同士の交流や連携のき
っかけになればと思い、今回は観光協会の取り組みに
ついて紹介させて頂きます。 

「海も緑も楽しめる町」茅ヶ崎 
茅ヶ崎は湘南の近郊の町に比べ観光資源が乏しく、

観光協会の運営は観光業が主体になりにくいため商工
会議所、行政がその責を担ってきました。 

近年は圏央道の開通で北関東からのアクセスは格段
に良くなっています。この夏、近郊の海水浴場がモダ
ンな海の家に変わってきているのに対し、茅ヶ崎はあ
えて「昭和レトロ」イメージを大切に、家族が一日を
ゆっくり過ごすコンセプトで海の家を運営しました。
茅ヶ崎は「海」「サザンオー 
ルスターズ」「ハワイアン」 
「フラダンス」の強いイメ 
ージが定着していますが、 
もう一方で北側の山里エリ 
アにも素晴らしい風景が連 
なっています。「丘陵(ノースヒルズ)」「里山公園」「カ
ントリーウェスタン」で緑の魅力も同時に伝えたいと 

の思いも強く語って下さい 
ました。インバウンドは準 
備が遅れているため、 すぐ 
の対応は厳しい状況なの 
ですが、市内の移動には 
「のんびりと茅ヶ崎散策

が楽しめる」「友人が遊びに来た時に家族とともに利
用できる」ようなコンパクトな町茅ヶ崎にふさわしい
レンタサイクルの普及を考えているそうです。 
  

 

 

 

茅ヶ崎が好きだから 
 新型コロナウィルスの感染流行は私たちのワークス
タイルを大きく変え、感染の長期化で多くの人が新し
いライフスタイルを求めるようになりました。現在、
茅ヶ崎市は移住先として高い評価を受けています。 
①東京 23 区からの転入者の増加率 44％、転入者の子

育て世代率 65.4％で圧倒的な第 1 位 
(総務省；2021 年住民基本台帳人口移動報告) 

②移住してみたい「世界の Small City ランキング」 
第 5 位(イギリスの情報誌「MONOCLE」が選ぶ世界のベストス

モールシティ 25 で日本から唯一ランクイン！) 

茅ヶ崎には加山雄三、 
サザンオールスターズ 
に代表される湘南サウ 
ンドや、都会でもなく 
田舎でもない良いイメ 
ージが定着しています。 
「変わらない茅ヶ崎に誇りを持ち、緩やかな雰囲気、
時間の流れ、肌感覚、人との交流、温度感を大切にす
る『茅ヶ崎が好き』な人が多く住んでいる。そして訪
れた人もその雰囲気や人との繋がりを感じ移住を考え
てくれるような具現化しにくい魅力が茅ヶ崎にはある
のではないか」「茅ヶ崎の観光振興は『100 人が 1 回で
はなく 1 人が 100 回来たくなる茅ヶ崎』をより大切に
進めていきたい」とのことでした。 

「顔の見える関係づくり」を大切に 
 移住される方が増える一方で、茅ヶ崎には変わらな
い頑固さや積極的に何かを望まない風潮も残っている
ようです。茅ヶ崎にはないセンスを持った若者、セカ
ンドライフの準備に入った 50～60 代の中高年、茅ヶ
崎で子育てを希望する世代など、「新しいライフスタイ
ルを求める人の受け入れをスムーズに進めるには地元
の人との顔の見える関係づくりが必要です」とのご意
見を頂きました。 

観光振興につながることなら、「集まれる場所探し」
「交流の機会の促進」「情報発信」等、様々な場面で協
力できる可能性がありそうですね、ともおしゃって頂
きました。今後も親密な関係を継続し、より具体的な
協働活動を進めたいと考えています。 
  

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

茅ヶ崎で活躍中の活動団体を追っかけレポート！（関係機関編） 

一般社団法人 茅ヶ崎市観光協会  
観光事業の振興発展と観光資源の開発を図るため、観光事業の開催・助成、観光情報の提供・収集、観光客の
誘致、そして T シャツ、えぼし麻呂ストラップなどのオリジナルグッズの製作・販売も行っています。また、
大岡越前祭、浜降祭、サザンビーチ花火大会、アロハマーケット等のイベント支援、茅ヶ崎海水浴場及び駅構
内改札横の観光案内所や、年間約 100 万件のアクセスがあるホームページの運営管理も行っています。 
 
 

さぽちゃんが行く！ 団体情報 ▶ 

《事務局長の新谷さんにお話をうかがいました》 



 
－８－ 

 

＜○休館日、□館内利用制限日＞ 

 
 

毎月 1 日発行の「広報ちがさき/市民の活動だより」
コーナーで市民活動団体を紹介しています。 

▷10/1 号：NPO 法人茅ヶ崎演劇鑑賞会 
▷11/1 号：ふらっと南湖 
 
 

お申込はコチラ▶  
 
 パソコン・スマホのお悩み事をサポセンに来て相談 

できます。（無料、各回定員 2 名） 
開催日：第 2・第 4 月曜日 
①13：00～14：00②14：00～15：00 
③15：00～16：00 

※お申込みは直接 NPO 法人パソボラ湘南へ    ▲ 
 
 

 収穫したゴーヤを皆さまにお裾分けした際に 
募金いただいた総額は、15,990 円でした。 
ご協力ありがとうございました。 
 
 

 Web 版(サポセン HP)にて登録情報を一斉更新してい
ます。306 団体の情報を掲載！（9/20 現在） 
「社会貢献や地域貢献につながる活動に参加したい」 
「課題解決のため他団体と協力したい」など、市民と団
体をつなぐガイドブックとして活用ください。 

紙面で閲覧をご希望の方はサポセン窓口にて一覧ファ
イルをご覧いただけますのでお気軽にお越しください。 

※新規登録は随時受付中！登録申請書類 
は窓口、もしくは HP からもダウンロード 
可能です。 

 
 
 

ガイドブックページはこちら▶  
 
 

 
  
 
 
 

 
 
 
 

      
 
  
  

   
 
 
 
    
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちがさき市民活動サポートセンター 
開 館 時 間 9:30～21:30 (休館日：毎月第３水曜日、年末年始(12/28～1/3)  
ア ク セ ス JR 茅ヶ崎駅北口より徒歩 10 分程度・駐車場 14 台・障がい者用駐車場 1 台・駐輪場あり 
連 絡 先 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎 3-2-7   T E L / F A X：0467-88-7546  
                                          E-mail：s-center@pluto.plala.or.jp URL：https://sapocen.net/ 
編集・発行 認定特定非営利活動法人 ＮＰＯサポートちがさき  
       (指定管理期間：2021 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日) 
 
                       
 

※最新情報はホームページにてご確認ください。主催イベント開催のため、上記以外でも 
フリースペースのご利用を制限させていただく場合があります。ご理解ご協力の程お願いいたします。 

 

サポセンキャラクター 
    “さぽちゃん” 

12 月  
月 火 水 木 金 土 日 

     1 2 
3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 □14  □15  16 
17 18 ○19  20 21 □22  23 
24 □25  26 27 28 □29  30 
31       

 

11 月  

お 知 ら せ 

サポセンカレンダー 

サポセン HP 

10 月  
月 火 水 木 金 土 日 

   1 2 □3  4 
5 □6  7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 □17  18 
19 20 ○21  22 23 24 25 
26 27 ○28  ○29  ○30  ○31   

 ･12/3 PM 第 5 回 SDGs カフェ 
･12/6 PM  IT スキルアップミニ講座 5 
･12/17 AM こどたん＋2023 場所調整会議 
 

■ 広報ちがさき「市民の活動だより」 

紙面の都合上、掲載が延期される場合があります 

月 火 水 木 金 土 日 
 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
14 15 ○16  17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30     

 

■ IT スキルアップミニ講座 4 
「PhotoScape X 画像編集」 

■ パソボラ湘南主催  IT 支援 

■ 市民活動「げんき基金」へ寄附しました 

◇日時：10 月 25 日(火)13:30～17:00 
◇場所：ちがさきサポセン（フリースペース大） 
◇講師：大木 伊都子さん（NPO 法人パソコンボランティア湘南） 
◇内容：Photo Scape X の基本操作と便利な機能 

◇参加費：500 円（資料代） 
◇定員：10 名（要申込･先着順／1 団体 2 名まで） 
◇対象：市民活動団体、自治会等地縁団体、福祉関連団

体等で広報活動に関わっている方など 
◇持ち物：筆記用具、ノート PC 
※OS：Windows10・11、officeWord2016 以上 
※PhotoScapeX(事前インストール必須) 
※デスクトップ PC の方は、サポセンの 
貸出 PC が利用可能（要申込／先着 2 名まで） 
 
 

基本操作を学び、イベントの開催、会員募集な
ど Web やチラシに入れる画像作りを学びます 
 

･10/14NT＆15AM こどたん+キックオフ 
･10/22＆29PM NPO 講座 HP 制作 
･10/25 PM  IT スキルアップミニ講座 4 
 
 
 

■ 市民活動団体ガイドブック 2022 年度版 
      

Web 版 
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